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〈赤ちゃんポストの現状と課題〉
現状：

　主に子供を預ける人は生活が苦しくなった人や誰にも言え

ない事情がある人が利用する。設置開始から約２年５カ月の

間に合計51人の子どもの預け入れがあった。これは１か月に
約1.8人のペースで預け入れがある計算になる。また、預け入
れた親は九州内が全体25.5%であり、関東地方から預け入
れに来たケースも多数あった。病院外に子供を置き去りにす

る人がいる。

目的：

　赤ちゃんを放置することなく、安全に病院などで保護できる

ようにする。赤ちゃんポストを増やす。

〈研究手法〉
・パンフレットを読む。

・慈恵病院に関する記事を読む。

〈仮説〉
仮説①：

「赤ちゃんを放置することなく、安全に病院などで保護できるよ

うにすること。」

　病院外にカプセルを設置した建物を建てる。建物内に監視

カメラをつけ、カプセルに赤ちゃんが預けられて親が去ること

を確認できてから赤ちゃんを回収する。

仮説①を立てた根拠：

　受け取る看護師とも話したくないし、知られたくない人もいる

と思うから、この方法が有効だと思った。

仮説①を検証する方法：

・実際にそのような施設があるか調べる。

・もしあれば、レビューを確認する。

仮説②：

「赤ちゃんポストを増やす。」

４７都道府県に赤ちゃんポスト

仮説②を立てた根拠：

　全国で虐待や、育児放棄などの事件が続いているから。

仮説②を検証する方法：

・赤ちゃんポストの問題点を調べる。

・増えたことで発生する問題を調べたり、考えたりする。

〈考察〉
　赤ちゃんポストの利用者数や、児童虐待、育児放棄などの

件数を調べると、人数が多く、そこが課題だと思った。利用者

は県外の人も多く、４７都道府県全てに赤ちゃんポストを設置

すると、また多くの赤ちゃんが預けられるのではないか。しか

し、その運営にも多額の費用がかかり、施設側も負担が大き

いので命をたくさん守るために設置場所を増やすことは、たく

さんの課題があると思った。

〈結論並びに今後の展望〉
　赤ちゃんの安全な保護も課題だが、本当はそのような事が

起こってほしくはない。

児童虐待や育児放棄などの課題がたくさんあることがわかっ

た。このようなことは無くなっていかなければいけないが、赤

ちゃんポストなど、小さい子供の命を守るための取り組みも必

要だと思った。しかし、全国に赤ちゃんポストがある場所は少

ないので、その運営をしている病院の負担を減らすために何

ができるのかも考えていきたいと思った。今後は、虐待などが

減っていくことが一番いいが、そのような事があった時に命を

守れる場所について真剣に考えていこうと思う。
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